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マニュアル作成の経緯

●麻薬取扱いで抱えている悩み

　福岡県支部は福岡県麻薬協会と「MS麻薬取扱い
マニュアル」を作成しました。その作成経緯と活用
について説明させていただきます。
　卸の薬剤師は、麻薬を販売するに当たり、間違っ
て届けたり、譲受証の印鑑を間違わないために細
心の注意が必要です。また、譲受証の同時交換や
譲受・譲渡証の同時交換ができない、あるいは譲

受証自体作ってもらえない、といった悩みを抱え
ている人も少なくないのではないでしょうか。
　私たち福岡県支部の理事会においても、麻薬が
話題になると必ずこういう悩みが話に出ます。そ
して、麻薬の取扱いについてMSや物流担当者に
知ってもらう必要性を感じたことから、麻薬取扱
いのマニュアルを作成することになりました。

●麻薬を届けるのはMSや配送担当者

　私たちは医薬品を販売するに当たって、当然、
法令を遵守しなければなりません。一度譲り渡し
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たら返品できないといった非常に厳しい規制があ
る麻薬の取扱いについては、慎重かつ厳格な取扱
いが求められます。その場合、麻薬の保管管理、
入出庫の手続き、譲受・譲渡証の作成、台帳の記録、
そして半期報告が、薬剤師の役割として課せられ
ています。社内の管理においては十分注意してい
ると思いますが、実際にお得意先に商品を持って
行き、譲受・譲渡証を交換し、譲受証をもらって帰っ
てくる一連の手続きを行っているのは、MSや物流
の配送担当者だと思います。
　私は、麻薬の取扱いについてのMSや配送者への
研修では、「社内で起こった間違いを最終的に見つ
けられる最後の砦は皆さんなので、しっかり勉強
して、間違いがないか十分注意してください」とお
願いしているところです。やはり、MSや配送者へ
の研修は非常に大事だと痛感しています。

●麻薬取扱いで最適な参考資料がない

　麻薬を取り扱っていて困ったことが起こった場
合、「麻薬・向精神薬・覚せい剤管理ハンドブック」
で調べることが多いのではないかと思います。現
在、９版が出ており、この中には法令や各種手順
書、手引きなどが入っています。しかし、情報量
が多いために知りたい情報が簡単に見つけられず、
内容的にも難しいということがあります。
　また、福岡県では、県の薬務課と福岡県麻薬協
会で「麻薬及び向精神薬取扱いの手引き」を平成12
年に作成しています。この中には、厚労省が出し
た麻薬取扱いの手引きのほか、譲受証や譲渡証の
具体的な書き方などの事例も掲載されており非常

に分かりやすい内容になっていますが、平成12年
に作られて以降、改訂されていません。
　県によって解釈がバラバラなことも、私たちに
とって悩ましい問題となっています。
　福岡県麻薬協会では、麻薬取扱者に関する内規
を策定しています。その内規では、麻薬担当者に
は原則として管理薬剤師を充て、やむを得ない場
合は管理職を充てると規定しています。また、麻
薬担当者が不在の場合に備え、麻薬担当補助者を
備え付けるよう定め、業務量が多いところには２
名の補助者を置くことを求めています。この担当
者と補助者は、毎年、県麻薬協会に届け出なけれ
ばなりません。変更があれば、その都度届出を行
う必要があります。
　そして最大の特徴は、麻薬配達者の規定で、「麻
薬配達者は正社員及び薬剤師とする」としていま
す。以前は、「それ以外の派遣社員、パート、アル
バイト等に配達をさせてはならない」となっていま
した。それが今年１月末に改正され、パート社員
については「研修体制がある会社に於いては、その
会社の責任において講習を実施したパート社員に
麻薬の配達をさせることができる」と変更されまし
た。
　このように福岡県では厳しい取扱いを定めてい
ますが、会社の中には県をまたがって営業してい
るところも少なくなく、なかなかルールが統一で
きないという問題がありました。
　そこで、MSが勉強するためにいい資料はないか、
MSがいつでも調べられるよう、携行できるサイズ
のものをつくろうということで、マニュアル作成
の取り組みを始めたのです。

マニュアルの概要

●県麻薬協会と県支部で編集・発行

　マニュアルの作成では、「お得意先にお届けする
MSや配達者のためのルールブック」ということを
念頭に置いて進めました。
　発行は福岡県麻薬協会と卸勤務薬剤師会福岡県
支部とし、福岡県支部から理事５名、麻薬協会か
ら事務局１名が参加したマニュアル検討委員会を
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つくって、約半年間かけて編集しました。A5判、
22ページの冊子で、MSがカバンの中に入れておい
ても痛まないよう表紙は硬い紙にしています。

●マニュアルとQ&Aの二部構成

　マニュアルは、MS麻薬取扱いマニュアルの本
文とMS麻薬取り扱いに関するQ&Aの二部構成に
なっています。

　本文では、１番目に麻薬の流通経路について解
説し、麻薬は一度渡してしまうと二度と返品でき
ない一方通行であることを強調しました。その上
で、配達、受注、配送、納品までの順に、それぞ
れで注意しなければならない点を記しています。
　Q＆Aについては、麻薬を配達している途中や相
手先に持っていったときに起こる疑問点、相手に
聞かれることなどを、様々なマニュアルなどで出
されていた質疑応答の中からピックアップして掲
載しました。
　そして完成したマニュアルは、県支部会員会社
に配付しました。

マニュアルの活用状況

●８社を対象にアンケートを実施

　このマニュアルがどのように活用されているか
を調べるために、アンケートを実施しました。そ
の結果を報告します。
　福岡県支部の会員会社は15社あります。そのう
ち、医療用医薬品を取り扱う会社は８社で、この
８社を対象にアンケートを実施しました。回収率

は100％です。
　アンケートの問１は、配付状況についてです。
マニュアルは、福岡県内の薬剤師や社員には無料
で配付し、県外の配付については100円の実費をい
ただいています。また、マニュアルは福岡県のルー
ルに基づいて作成しています。そのようなことも
踏まえた上での配付状況をみてみると、８社のう
ち、６社が福岡県外にも配付していました。県内
のみは２社でしたが、このうちの１社は麻薬を取
り扱っていませんでした。
　問２は、配付の対象者で、MS、管理薬剤師、管
理薬剤師以外の薬剤師、物流担当者、内勤者、そ
の他、という選択で回答してもらいました。管理
薬剤師には８社すべてが配っています。MSに対し
ては、麻薬を取り扱っていない１社を除いた７社
が配付していました。管理薬剤師以外の薬剤師に
は５社が配付し、物流担当者には２社が配付して
いました。内勤者というのは補助者になりますが、
１社が配付。その他、支店長に配付しているとこ
ろが２社ありました。
　問３は、マニュアルを用いた研修の実施につい
てです。８社のうち、研修を行ったのは６社で、
取扱いのない１社を含めて２社が実施していませ
んでした。
　問４は、研修の実施方法ですが、支店ごとに管
理薬剤師が説明を行ったのが５社で、研修を行っ
た６社のうち５社では管理薬剤師が現地で研修を
行ったということです。そして１社は、麻薬の取
扱いが少ないということで担当MSに対して個人的
に説明していました。

●麻薬に対する意識は向上

　問５は、配付後の効果について、MSや管理薬
剤師の意識がどのように変わったかを聞きました。
まず、譲受証については、「即日回収率が80％か
ら95％に向上した」「MSが押印について注意して
確認するようになった」という効果が挙げられまし
た。それから、入札時に担当のMSが、麻薬が入っ
ているかいないかをきちんと確認するようになっ
たということが挙げられています。また、配送員
に対する麻薬教育研修が充実したことも効果とし
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て挙げられました。
　以上、麻薬のマニュアルについてのアンケート
結果としては、ほぼ全ての会社で薬剤師やMSにマ
ニュアルが配付され、その中の８割の会社で研修
を実施していることが分かりました。そして、配付・
研修によって、麻薬に対する社員の意識が向上し
てきていることが読み取れました。
　ただし、一度研修すればきちんと守られるわけ
ではありません。これからも継続した研修を繰り
返していくことが大事だと思います。

アステムの取り組み

●コンプライアンスハンドブック「麻薬編」の作成

　次に、私どもアステムでの、麻薬のマニュアル
についての取り組みをお話しします。
　アステムにおいても麻薬に関するインシデント、
アクシデントがなかなかなくならない状況にあり、
研修の重要性を痛感していました。
　そこで、「MS麻薬取扱いマニュアル」については、
全支店の支店長を含むMSと配送員を含む物流担
当者、薬剤師のほぼ全員に配付しました。そして、
ポイントを30分程度の音声付パワーポイントにま
とめ、全社で全員が受ける研修を１か月間かけて
実施しました。その後、新しく入ってきたMSや配
送員にもマニュアルを配付し、研修を実施するこ
とを現在も続けています。新任の配送員について
は、麻薬の研修を行っていない者には麻薬配送は
行わせていません。
　その結果、麻薬の取扱いについての意識はかな
り高まっていますが、営業や物流の担当と話をす
ると、麻薬について薬剤師は非常にピリピリしな
がら取り扱っているが、MSや配送員はそこまでの
意識はなく、ギャップを感じていました。そうい
うことが反映されているのか、インシデントがな
かなか減少しない状況にありました。
　そこでアステムでは、その次の取り組みとして
「コンプライアンスハンドブック（麻薬編）」を作成
しました。アステムでは、薬事に関することだけ
でなく、社員として必ず守らなければならない行
動規範をまとめ、「その行動規範を守ります」と宣

誓しサインをした上で常時携帯をしなければなら
ない「コンプライアンスハンドブック」をつくって
います。その「麻薬編」をつくったわけです。
　そこには、麻薬の誤配送や誤納品撲滅のために
「思い込み等によるヒューマン・エラーをなくせ！」
という注意喚起のメッセージを記し、受注をして
から納品するまでの流れを、図式や絵を入れて、
簡潔に分かりやすく解説しています。必ずやらな
ければならないことは青字で、絶対に注意してほ
しいことは赤字で記しています。

●「麻薬の取扱いチェックシート」の作成

　もう一つは、実際に麻薬に携わる人たちの「麻薬
の取扱いチェックシート」をつくりました。これは、
受注から譲受証等の保管まで、管理薬剤師や麻薬
補助者、受注者、配送員など、麻薬業務に関わる
すべての人が行う一連の作業を33項目に分け、行っ
たことについて必ずレ点でチェックをつけていく
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シートです。レ点がついているかどうかで何が行
われていないかがチェックできます。こういった
チェックシートをつくり、すべての支店でチェッ
クを行うようにしています。
　それから、全社統一のやり方にしました。同じ
やり方にすることによって間違いをなくして行く
のがねらいです。
　以上の取り組みは「MS麻薬取扱いマニュアル」を
ベースにしています。これらを行ったことで、前
期はインシデント、アクシデントの報告件数が８
件ありましたが、今期はいまのところゼロで推移
するなど、効果が現れています。

マニュアル作成を振り返って

　最後に、麻薬のマニュアルの作成を振り返って
感じていることをお伝えします。
　まず、いままでになかった配達者視点のスタン

ダードができたことが大きいと感じています。そ
して、MSがいつでも携帯し、確認できるようにな
りました。内容が配達者に必要な項目に絞られて
いるので、これ一冊で効率よく勉強ができるのが
大きな利点だと思います。
　また、原則論として、全社統一のルールをしっ
かり確立させることもできます。MSの麻薬に対
する意識の向上にも役立っていると思います。た
だし、１回限りでなく、継続して活用していくこ
とが大事だと感じています。もちろん、内容が古
くならないよう、麻薬のルールが改訂された場合、
このマニュアルも改訂し続けなければならないと
いうことも肝に銘じながら、今後これに関わって
いきたいと思っています。
　なお、マニュアルの中に１箇所間違いがありま
すので、訂正をお願いします。14ページのQ＆Aの
Q25のタイトルで、「譲渡証に代表者印がもらえな
い場合は納品不可」となっていますが、「譲渡証」は
「譲受証」の間違いです。直していただきたいと思
います。
　また、マニュアルは、多少在庫がありますので
実費でお分けすることができます。ご入用の方は、
卸勤務薬剤師会事務局にご連絡いただければ手配
いたします。
　以上で報告を終わらせていただきます。ご清聴
ありがとうございました。

質疑応答

質問　このマニュアルを参考に、各支部や各会社
が独自のものを作成したいという場合、参考とし
て使わせていただいてもよろしいでしょうか。
二宮　もちろん、使っていただいて構いません。
また、アステムの取り組みとしてご紹介しました
が、他にこんないい方法があるということがあれ
ば、ぜひお聞かせいただきたいと思います。お互
いに協力して、麻薬について正しい納品ができれ
ばと思っていますので、自由に活用していただき
たいと思います。


